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 組織培養によるキリ苗の増殖法の開発 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      （担当 特用林産部 専門研究員: 菅原 誠司） 

１ 研究のねらい 
 県内のキリ優良系統をバイオ技術を用いて

大量増殖する技術と耐病性を持つ個体を作出

する技術体系を開発する。 
 
２ 研究方法と結果 
(1) 試験材料：県内産キリの当年生枝から無

菌的に摘出した茎頂組織を用いた。 
(2) 試験項目：茎頂組織から最も多くの茎葉

を生産する培地の組成、茎葉からの発根

と自然環境への順化、苗畑での育成方法

について試験した。 
(3) 試験結果：ショ糖濃度２％のＭＳ培地が 

 茎葉の増殖に最適であった。増殖させた

茎葉をバーミキュライト入りのポット

に挿し付けて保湿管理することによっ

て 84％が発根活着した。これを、冬期休

眠させた後に苗畑に移植し、日除け及び

ビニールマルチをして育成することに

よって秋には苗高 180 ㎝程度の山行苗を

得ることができた。 

 

３ 成果と今後の進め方 

 組織培養技術によってキリ山行苗を養成す

る技術が確立された。現在、病害抵抗性のナ

ンブキリ新品種の開発を進めている。 
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      培地中の糖による茎葉発生数の違い           冬期休眠の効果 

 
培地上で発生した茎葉 

 
組織培養苗による現地植栽試験地 


